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机の上の さな変革小
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にそれが当然でないとするならば、社会のなかで誰もが
時間どおりに行動するということが、必ずしも重要では
なくなる可能性も出てくるでしょう。

　ここまで、インフラとして扱われているシステムを例
に挙げましたが、私たちは無意識に、こういったシステ
ムやインフラが「安定的に正しく動く」ということを当
たり前のものとして暮らしています。
　システムについて疑うことなく暮らせるというのは、
ある一面においては豊かさの象徴でもあるわけですが、
一方で、前提を疑わないということは、自分たちとは異
なる前提を持つ環境での暮らしや状況を想像できないと
いうことでもあります。
　この考え方をさらに広げてみた場合、現在の環境やシ
ステムの前提を疑わないままでいると、いまあるシステ
ムは本当に便利なのか、それとも単に自分が不便さに慣
れてしまっているだけなのか、気づけなくなってしまう
可能性もあります。
　今回のように、身近な環境やシステムなどのふるまい
に対して、当たり前だと思っている前提を疑う、あるい
は見直すことを意識的に行なうことで、私たちは状況を
無条件に受け入れる習慣から脱し、新しいシステムやサ
ービスを構想することができるようになるのです。

前提を疑うことで想像を飛躍させる

　こんにちは、菅俊一です。今回は、私たちの生活や社
会のなかで「当たり前」とされていることについて、あ
えて「当たり前ではない」という前提で考えてみたいと
思います。
　たとえば、「エレベーターのボタンを押すと光る」とい
うことは当然のように感じられますが、「エレベーター
のボタンは押しても光らない」ものとして考えてみる
と、私たちの行動や感覚にどのような影響を及ぼすので
しょうか。
　もしボタンを押しても光らなければ、自分の指示が正
しく受け付けられたのかわからず、エレベーターが動き
始めたとしても本当に指定した階に止まるのだろうか
と、実際にドアが開くまで不安な気持ちを抱き続けてし
まうはずです。
　また、「水道の蛇口をひねると清潔な水が出る」という
ことも、私たちの社会では当たり前のことになっていま
すが、こちらもそうではないものとして考えてみるとど
うでしょう。
　清潔である、という前提が保証されないと、蛇口をひ
ねって出てきた水はそのまま飲んでも安全かわからない
ため、必ず沸かして飲むという行動を起こすようになる
はずです。もしかしたら、そもそも水道の水を飲まなく
なるかもしれません。
　ほかにも、私たちは「時間どおりに電車が運行するこ
と」を当然のこととして受け止めています。しかし、仮
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